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今

後
時

々
常

誌

上

に
於

て
口
本

に
於

け

る
韻

鏡

研
究

の
浩
革

を
述

べ
て
見

た

い
と
思

ふ
、

韻
鏡

の
研
究

は
寛

永

以
後

に
雁

に
な

つ
て
薯
書

が
績

々
世

に
出

た

、
(此
等

の
書

名

は
摩

光
韻
鏡

除
諭
上

二
丁
以
下

に
列

記

し

て
あ

る
)
、
し

か
し
此

等

の
著
書

に
於

け

る
研
究

は
、

或

は
幼

稚

で
あ

つ
た
り
、

或
は
蕪
雑

で
要
価

を
得

な

か

つ
た

り
し

て
、

取
り

立

て

ゝ
言

一

ふ

べ
き
程

の
も

の
は
な

い
と

言

つ
て
宜
し

い
、
下

て
延
享
賓

暦

の
.頃
に
な

つ
て
悟

文
雄

が
出

て
、
摩

光
韻

鏡

及
其

他

の

書

を
著
し

、
韻
鏡

に
關

し

一
家

の
意
見

を
立

て
後

世

の
注

意
を
引

く

に
至

つ
た

、
下

に
彼

の

功
績

の
重
な

る
も
の

…
就

き
批

刊

を
加

へ
る
。

　
　
　

　

一　

支

那
琶

に
依

リ
字

母

の
解
羅

を
明

瞭

に
し

た
る

こ
と

　
文
雄

以
前

の
韻

鏡
學

君

も
無

論

三
十
六

母

の
匿
別
を

説
明
し

よ
う

と
試

み
た
、

し

か
し
何

れ

も
皆
紺

日
本
的

で
あ

つ

て
甚
不

完

全

で
あ

る
、

所

が
文

雄

に
至

つ
て
始

め
て
支

那
吾

抗
州
吾

を
参
考

し

て
、
(
…

晋
正

講

の
方

に
は
官

話
昔

を

も
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韻
鏡
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究
史
上
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け
ろ
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史
置
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二

㈹

嚢

し
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居
る
)、字
母
の
韓

乞

た
、
藷

謹

奮

薯

の
農

企
及
し
禦

か
つ
蓮

皮
に
於
て
・
毒

窟

エ(

　
別
を

明

に
す

る
こ
-'
か
出

來
た

、
下

に
重

な
鮎

に

つ
き
説
明

を
す

る
。

　

　

　
　

　

　
　

　
(
イ
)
　
唇
晋

の
軽

壷

の
帳

別
を
明

に
し

た

る

こ
と

　

　
是

は
韻
鏡

指
要
録

唇

背
輕

垂

の
條

の
文
が
最

分

O
易

い
、

即

　

　

　
　
唇

皿日
、一
二
類

ア
リ
欝
湧

並
明

ヲ
重

唇
昔

卜
稔

シ
非

敷
奉
微

ヲ
輕

唇
晋

ト
柵

ス
字

母

括

婆
圖

二
見

ユ
其
輕

重

!
差
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華
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v
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、
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の
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光
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時
代
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時
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磯
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ケ
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と

言

つ

て

居

る

が

、

是

は

輩

に

舌

吾

爾

吾

と

言

ふ

名

粉

が

ら

績

縄

し

た

も

の

で

、

何

等

事

賓

上

の

根

擦

を

右

し

な

い

　

言

は

い

室

諭

に

過

ぎ

な

い

も

の

で

あ

る
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(
ハ
)
　

歯

昔

の

輕

亜

の

匠

別

を

明

に

し

た

る

こ

と

　

　

蜘

音

承

母

(精

満

從

心

邪

)

と

綻

母

(
照

穿

林

霜

騨

)

は

、

日

木

音

で

は

共

に

サ

行

の

晋

で

吏

に

畷

別

が

な

い

、

文

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ユ
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テ
ン
ス
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難

は

支

郷

音

工

依

り

、

前

者

を

拍

巾

S

Z
、

後

者

を

・㎝
耐

曲

汕

と

し

て

居

る

、

座

光

下

十

一
丁

の

精

清

從

心

邪

.

　

　

チ
ヤ
ウ
チ
ユ
エ
ン
ヲ
ユ
ア
ン
シ
ム
ン
エ
ン

　

及

ひ

照

穿

林

審

　

祓

　

の

蝦

名

附

は

之

を

示

す

も

の

で

あ

る

。

　

　

　

　

　

　

　

(
一一
)
　

暁

母

匝

母

の

帳

別

を

明

に

し

た

る

こ

と

　

　

此

二

母

は

日

本

漢

昔

は

共

に
力

行

、
,支

那

北

方

音

で

も

共

に

た

の

音

で

帳

別

が

な

い

、

唯

支

那

呉

吾

及

ひ

ロ

本

呉

吾

　

に

於

て

其

匿

別

を

見

る

こ

と

が

出

來

る

、

文

雄

は

摩

光

下

十

一
丁

に

窃

按

嶢

.厘

二

彫

清

湖

二

吾

素

不

岡

、

混

之

爲

一
者

　

中

原

雅

一晋

也

と

言

つ

て

、

曉

に

「
ヒ

ヤ

ゥ

」

匝

に

「
ア
」
と

假

名

附

し

て

居

る

、

是

上

海

昔

杭

州

背

等

の

支

那

呉

音

に

於

・

　

て

二

岩

の

属

別

あ

る

を

言

つ

た

の

で

あ

る

、
(
早

分

り

に

言

へ
ば

蔓

那

些

背

に

於

け

る

.厘

母

の

書

は

、

輝

倣

な

轟

三

畳
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僻

昔
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べ
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、
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此
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合
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の
匝

別
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読
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し

た

る

こ
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文
雄

以
前

日
本

の
嶺
鎌
率

者

は
澤
山

あ

つ
た

が
、

誰

も
開
合

の
嘔
別

の
分

つ
た
人

は
な

か

つ
た
、

文

雄
が
始

め
て
此

腐

別
を
明

に
し
た

の
は

一
大

創
見

と
言

ふ

ぺ
き

も

の
で
あ

る
、
文

雄

は
此
属

別
を
所

々
で
説
明

し

て
居

る
が
、
和

字

大

観

抄
下

拗
音

の
假
字

の
條

に
は
殊

に
分
り

よ
く

説
明

し

て
居

る
。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

キ
キ

キ
キ

や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
や

　
　

古

よ
り
字

音

に
直

者
暇
字

と
拗
吾
蝦
字

と
使

ひ
わ

け
た

る
事

あ
り

姫
欺
起

飢
機

な

ど
に

は

き

の
假
字

を
も

ら

ひ
婿

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

ソ
ヱ
ム　
　
グ
ヱ
ムグ
ヱ
ツ

　
　

撮

趨
無
桝

灘
斌

料

職
慰
鷺

翻

な
ど

に
は
拗

音

に
て
き

の

か
な

に
く

ゐ
と

書

(
伽
氏

娘
元

明

旦

に
、
ぐ

ゑ

む
じ
、

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

ク
エ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゲ
ヱ

　
　

こ
ん
ぐ

ゑ

む
、
ぐ

ゑ

つ
た

ん
な

と
書

き
法
花

経
を

ほ
く
ゑ

き
や

う
と
し
墾

"
を

へ
ん
ぐ

ゑ

し
し
か

け

る
類

な

り
是

開

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

ケ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ

　
　

合

の
差

別
な

り
開

吾

の
字

に
直
音

か
な
を
川

ひ
合

音

の
字

に
勘

昔
暇
宇

を
川

ゆ

る
な

り
拗

若

假
字

を

一
一音

に
つ

}

　
　

め

て
よ

べ
は
皆

ロ
を
合

セ
て
呼

ぶ
な
り
是

古

の
時
吾
韻

を
正

せ

る
な
ら

ひ
な

り
。

　

是

は
先

つ
通

俗
論

と

し
て
開

ロ
吾

は
直
吾

、
合

口
皿ロ
は

フ
行
拗

で
あ

ろ
こ
と
を

述

べ
た

も

の

で
あ

る
、
彼

は
更

に
進

ん
で

フ
行
勘

晋

の
外
、
軍
純

な

ウ

ク

ス
ッ

ス
フ

ム

ユ
ル
ウ
の
昔

も
矢

張

合

ロ
音

で
あ

る

こ
と
.を

述

べ
て
居

る
、

指
要
録

拗
普

假
字

の
條

に
』

　

.
五
+
字

文

ノ
中

第

三

ノ
横

行

ウ

ク

ス
ッ

ヌ
フ

ム

ユ
ル
ウ

♪
木
昔

合

晋

ニ
テ
開
音

ナ

キ
カ
故

、ー物

一者

ノ
人
源

ト
ナ
リ

、、
、

,
.
艦

一

,

,
,.ゴ

ゝ

げ

…

っ

.
,
　

っ

,s

,ル

　̀

碕

昏

二

一
…

,

、
　

・

4

　

"

,
っ

筆

吼

・

　

　

と
あ

る

の
は
其

で
あ

る
。

　

　

　

か
く

文
雄

は

理
論

上
に
於

て
は
完

全

に
開

口
合

ロ
の
畷

別
を
な

し
、

合

ロ
吾

に
は
①

フ
行
拗

香
向

軍

純

な

ウ
段

の

　

　
看

の
二
種
あ

る
こ
と
を
認

め
て
居

る
が
、
賓

地

に
就

て
各
蒋

各
字

の
襲
書

を
定

め
る
に
際

し

て
は

、

彼

以
後

の

一
般

の

　

　
學

者

と
同
様

の
鈷
誤

に
陥

つ
て
居

る
、

即
實

地

に
臨

ん
で
は
第

二

の
直
音

の
方

は
忘

れ

て
、

何
時

も

フ
行
拗
音

の
方

ば

　

　

か
り
考

へ
て
居

る
、
此

鮎

は
流
石

に
摩

光

の
本
圖

の
漢

呉
音

の
假
名

附

に
は
現

れ

て
帰

な

い
が
、

指
要

録

二
百
六
韻

の

　

　
條

に

は
、
第
十

一
蒋

の
魚
韻

(合

ロ
)
及

第
十

二
樽

の
模
舐

(合

ロ
)

の
假
字

遣

を
、

　

　

　
　
グ
チ
ヨ

　

　

　
　
魚

ハ
ウ
井

ヨ
、

ク
ヰ

ヨ
、

ス
ヰ

ヨ
、

ツ
ヰ

ヨ
、

ヌ
ヰ

ヨ
、

フ
ヰ

ヨ
、

ム
井

ヨ
、

ユ
ヰ

ヨ
、

ル
ヰ

ヨ
、

ウ
井

ヨ
ナ

ソ

　

　

　
　
プ
オ

　

　

　
　
模

ハ
ウ

オ
、

ク
オ
、

ス
ォ
、

ツ

オ
、

ヌ
オ
、

フ
オ
、

ム
ォ
、

ユ
オ
、

ル
オ
、

ウ

オ
ナ

リ
　
(文

雄

の
時

代

に
は

フ
ヰ

　

　

　
　
　

　
リ

　

　

　
　

ク

ヱ
オ
が
未

正

さ
れ

て
な

い
。)

　

　
と

し

て

フ
行
拗

音

に
し

て
居

る
、

し

か
し
魚

韻
模

韻

が

フ
行
拗
吾

で
あ

る
な

と

、
言

ふ
の
は
途

方

も
な

い
話

で
、
古

今

　

　
東

西

に
左
様

の
昔

が
あ

つ
た
た

め
し

が
な

い
、
此

=
韻

が
合

ロ
音

で
あ

る
と
言

ふ
の
は
支

那
音

に
於

て
直

甘
の
合

ロ
で

　

　
あ

る
と
言

ふ

こ
と

で
あ

る
、

即
摩
光

本
圖

各
字

の
下

に
假
名

附

し

て
あ

る
支
那
音

、
例

へ
ば
魚

嶺

の
方

で

は
貯

は
「
チ

ユ

　

　
ィ
」

畢

は

「
キ

ユ
イ
」
暑

は

「
シ

ユ
イ
」

♂
}ラ

峯

㌔

言

)
、
模
韻

の
方

で
は
適

は

「
ブ
ゥ
」

孤

は

「
ク

ゥ
」
呼
は
「
フ

　

　
ク
」

(三
し
≡
=

三

が
其

で
あ

る
、
(猫
舌

音

の
都
等

は
ツ
ゥ

(什5
)
爾
昔

の
租
等

は

ツ
ク

(叶の日
)
.ノ
音

が
善

い
)
、
即
「
ユ
」

　

「
ウ
」
の
吾

が
合

口

晋
で
あ

る
。

D
　

　

　

　

　

　

鼠
　
韻

鏡
は
昔
圖

に
し

て
反

切

の
爲

に
作

れ
る

に
非

る

こ
と
を
明

に

し
た

る

こ
と

　Om

韻

鈍

は
軍

に
音

圖

で
あ

つ
て
其

以
上

の
何

物

で
も
な

い
、
随

て
反
切

の
爲

に
作

つ
た

も

の
で
な

}
、
讐

は
日
本

の
五

∴
薫

軋
毒
観
確
"鱗
鞍
驚
声

㌻
∵
三
一∵
一讐
ポ
計
㍗㌻
農

に
∵薫
一∵

い
薫
淡
軒
驚

壷
妬っ

っ(

,

'

.三
h
r
}}

λ

▼
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六

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

へさ

十

吾
圃

の
如
き

も
の
f

あ

る
、
秩
序

的

に

H
本

の
音

を
・並

へ
て
見

れ
は
叱
沌

で
あ

る
と
言

ふ
の

が

五
十
一晋
囲

で
あ

る
、

之

と
同
様

に
支
那

の
吾

を
秋
序

的
に
並

へ
て
見

れ
ば
此
勉

と
言

ふ
の
が
韻
鋳

で
あ

る
、

唯
是

だ

け
の
箏

で

め

る
、

無
論

反
切

の
場
合

に
韻
鏡

を
借

り

て
照
し
合

せ
れ
ば
説

明

に
都

合

よ

い
こ
と

が
あ

る

か
も
知

れ

ぬ
が

、
(
い
や
賓

を

吾
ふ
と

こ

ー

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

ハり　
ハり　
ハり
　
り
　と　
ハリ
　
ハり
　
ハリ

ん
な
事

を
し

て
は
、
却

て
不

便
不

利
難
解

と
な

る
か
ら
、

止

め
に
す

る
が
善

い
)
、
其

は
韻

鏡

を

利
用

し

た

も
の

で
、
韻

鏡

本
來

の
目
的

で
な

い
、
然

ろ
に
昔

か
ら
韻
鏡

は
反
切

の
爲

に
作

ら
れ

た
と

の
誤

解

が
あ

つ
て
、

共

が
爲

に
及
切

門

法

の
研
究

と

い
ふ
も

の
が
起
り

、
少

か
ら

ぬ
弊

害

を
醸
し

て
居

る
、
文

雄

は
此
鮎

に
於

て
從

來

の
謬

見

を

指
摘
訂

正
し

て

届

る
。

　

反
切

を
韻

鏡

に
照

し
合

せ

て
考

へ
る
場
合

に
、

反
切

の
切
字

(父
字

)
の
示
す

縦
線

と
韻
字

(母

宇

)
の
示
す

横

線

の
曾

合

鮎

に
、
蹄
字

の
あ

る

こ
と

を
期
待

す

る
の
は

無

理
な

ら

ぬ
要

求

と
言

ふ

ぺ
き
も

の
で
あ

る
、
所

が
韻

鏡

㎞

而

の
紅

立

は

日
本

の
五
十

昔
圖

の
や

う

に
簡

軍
明
瞭

に
は
出
來

て
居

ら

ぬ
、

随

て
前

記

の
期
待

に
反

し

て
麟

字

か
縦
横

二
線

の
曾

合

鮎

に
な
く

て
、

他

の
場
庭

に
見

出

さ

れ
る

こ
と

が
多

い
、
所

で
他

の
場
庭

に
有

り

具
合

が
種

々
様

々
で
あ

る
結

果
、
妓

に

寧

ろ
有

害
無
盆

と
言

ひ
た

い
反
切

ψ
種

如
即
門

法

の
研
究

が
起

つ
て
來

た
、
先

つ
嶺

鈍

を
世

に
紹
介

し

た
南
宋

の
張
麟

之

か
ら

が
、
其

序
文

の
勢
頭

第

一
に
、

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　

　
　

　
　
　

　

り
つ

　

　

談
書

難
字

過

、

不
知

昔
切
之

病
也

、
(中
略

)
、
既

而
得

友

人
、

"
指
微

秘
.銃

一
編

、
且

敢

以

大
酪

、

日
反

切

之
要
莫

　

　

　
　
　
　
　

　

　

妙

於
此

と
述

ぺ
、
そ

れ

か
ら
円

法
の
研
究

を
や

つ
て
居

る
、
面

韻

指
掌

剛

、
切
嶺

指

栴

の
如

き

は
皆

韻

鏡

州
似

の
昔

圃

で
あ

る

が
、

切
韻

の
二
字

を
添

へ
て
全
然

反
切

の
圖

で
あ

る

こ
と

㌍
君
板

に
掛

け

て
居

る
)
、
後

の
率
溝

は
皆

之

に
倣

つ
て
、

反

一

　

切

門
法

の
研
究

を
非

常

に
重
要

と
考

へ
継

々
読

明
解

騨

を
施

し

て
居

る
、

尤
前

逃

の
範

園
内

で
研

究

や

説
明

を
や

る
な

　
　
ら
大

し

て
弊

害

も
な

い
が
、
円

法

研
究
熟

が
高

じ
た
結
呆

、
ル恢
る

ぺ
く
門

法

の
研

究

を
面

臼

く
賑

か

に
し

よ
う

と
し

た

　
　
爲

、
慰
半

分

に
出

庭

の
知

れ

ぬ
反
切

を
輿
暗

に
引
張

出

し
、
叉

は
自
分
勝

手

に
新

し

い
反
切

を

作

り
庇

瓜
ら

し

い
顔

を

　
　
し

て
、
珍
奇

な
門

法

の
講
輝

を

し
て
得

意

に
な

る
風
が
起

つ
て
來

た

、(
猫
此

外

に
自

分

の
用

い
て

居

る
韻
競

の
文
字

排

　
　
列

に
誤
謬

が
あ

る

の
に
氣
附

か
な

い
で
、
其

に
照

し

て
種

々
の
門

法
實

例
を
拐

げ

示

し

て
居

る
者

も
あ

る
)
、
所

が

ロ
本

　
　

の
韻

鏡
家

の
中

に

は
、

か
や
う

の
常

談
宇
分

の
細

工
を
具

面

目
に
受

け
収

つ
て
、

一
生
懸
命

共

理
解

に
頭

を
苦

め
た
者

　
　
が

あ
る
、
か

5
な

つ
て

は
韻

鏡
研
究

は
率

者

い
ぢ

め
の
無

駄
骨

折

で
實

に

つ
ま

ら

ぬ
も

の
と
な

る
の

で
あ

る
、

太

田
方

　
　
の
漢
呉

一昔
圖
説

に
　
(
一
丁
ウ

ラ
)

　
　

　

　
サ

テ
嶺

岡

二
.テ
検

ス
ル

ニ
猫

疑
惑

ス
ル
■
多

シ
因

テ
反
切

ス

ル
法

二
音

和
類

隔
蟹

盤
醜
韻

等

ノ
種

々

ノ
名

目

ア
フ

　
　

　

　
　
O
　
O
　
O
　
O
O
　
O

O
　
O
O
　
O
C

O
つ
　
O
O

O
O
　
O

O
　
O
つ
　
O
　O
　
O
O
　
O

O
　
O
O
　
O
　
Q

　
　

　

　
テ
率

フ

ニ
堪

カ
タ

シ
因

テ
宿
學

ト
柵

セ
ラ

ル

ル
人

ニ
モ
韻
鏡

ノ
用

ヲ

シ
ラ

ヌ
人

多

シ

　
　
と

言

つ
て
あ

る
は
、

至
く
實

際

の
弊

害
を
道

破
し

た
も

の
で
あ

る
。

　
　

文

雄

は
善
く
韻

鏡

の
本
質

を
知

り
、
門

法
研
究

の
邪
路

に
陥

つ
た

こ
と
を

看

破
し

て
居

る
、
先

摩

光
下
索

隠

の
壁
頭

　

第

一
に
韻
鏡

者
昔

韻

之

講
也
と
喝

破

し
、
指

要
録

に
は
非

反
切
圖

と
言

ふ
條

を
設

け
共
中

に
、

　
　

　

　
反
切

ノ
率

ハ
天
竺

ヨ
リ
伸

♪
リ
テ
後

漢

ノ
代
服
戻

始

づ

一ノ
此
事

ヲ
川

ヒ
孫
炎

鎌

二
行

ヒ

シ

ヨ
シ
諸

書

二
見

干
グ
リ

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
ク
ヂ
ヒ
ヤ
ウ
シ

　
　

　

　
爾

後
三
國

六

朝

ヲ
歴

ク
陥
店

二
到

ル

ヤ
テ
共

術
同

シ
ク
屑

弄

ニ
テ
反
切
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